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「がんゲノム医療の未来と課題」

　がん分子標的治療においてバイオマーカーにより適応の可否を決定するプレシジョンメディシン ( 個別化医療 )

の時代が到来している。臨床検体の量が限られていることや時間・費用の面から、治療標的になりうる遺伝子

異常を一度に複数検出するマルチプレックス診断薬開発が望まれており、次世代シークエンサーを用いた

クリニカルシークエンスが注目されている。本講演では国内外でのクリニカルシークエンスの取り組みを

紹介し、臨床応用する上で我々に求められる課題について検討し、

がんゲノム医療の未来について考察する。
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